
今月の主な内容

●第25回加西サイサイまつり…4 ●観光・国際親善使節募集…5 ●タウントピックス…8 ●タウンインフォメーション…12

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲市内各地で園児手作りのこいのぼりが元気に泳ぎました。（写真は北条西保育所（宮長弘美所長））

加西市制35周年記念式典（2～3ページ）
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特特　　集集
加西市制35周年

記念式典

加
西
市
制
35
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

│
全
国
に　
さ　
き　
が　
け
市
民
参
画
都
市
を　
宣
言
│

２００２年５月号（No.４５３）

市民参画都市宣言を行う民輪さん、柏原市長、高瀬さん。（左から）

加
西
市
は
昭
和
42
年
４
月
１
日
に
北

条
、
加
西
、
泉
の
３
町
が
合
併
し
て
県

下
21
番
目
の
市
と
な
り
、
今
年
で
35
歳

と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
あ
い
に
く
の
天
候
に
も
か
か

わ
ら
ず
市
内
外
か
ら
７
５
０
名
に
も
及

ぶ
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
出
席
を
賜
り
ま

し
た
。

加
西
市
制
35
周
年
記
念
式
典
は
、「
キ

ラ
リ
!

加
西
　
と
き
め
く
未
来
へ
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
県
立
播
磨
農

業
高
校
の
郷
土
伝
統
文
化
継
承
ク
ラ
ブ

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
播
州
歌
舞
伎
「
寿

式
三
番
叟
」
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

柏
原
市
長
は
式
辞
の
中
で
、「
ま
ち
づ

く
り
は
市
民
が
主
体
。
市
民
の
参
画
と

協
働
に
よ
る
人
に
優
し
い
、
人
と
自
然

が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
!

」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、「
一
人
ひ
と

り
が
ま
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を

考
え
、
ふ
る
さ
と
夢
都
市
の
創
造
を
め

ざ
そ
う
!

」
と
、
市
民
代
表
の
民
輪
正

秀
さ
ん
（
国
正
）
と
高
瀬
由
美
さ
ん

（
横
尾
）
に
柏
原
市
長
を
加
え
た
３
名
が

日
本
で
初
め
て
の
「
市
民
参
画
都
市
宣

言
」
を
高
ら
か
に
読
み
上
げ
、
式
典
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
り
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
の
中
で
加
西
市
政
の
発

展
に
著
し
く
貢
献
さ
れ
た
故
藤
岡
重
弘

前
市
長
に
名
誉
市
民
賞
を
贈
り
、
市
政

永
年
功
労
賞
（
２
名
）、
市
政
功
労
賞

（
９
名
）
、
市
制
35
周
年
記
念
感
謝
状

（
34
名
）
の
贈
呈
を
行
い
、
そ
の
功
績
を

称
え
ま
し
た
。

４
月
21
日

（日）
、
市
民
会
館
文
化
ホ

ー
ル
で
加
西
市
市
制
施
行
35
周
年
を

祝
う
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

播磨農高生による播州歌舞伎
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２００２年５月号（No.４５３）

（
各
50
音
順
・
敬
称
略
）

★
加
西
市
名
誉
市
民

（
市
政
の
発
展
に
著
し
く
貢
献
し
、
そ

の
功
績
が
特
に
顕
著
な
方
）

故
　
藤
　
岡
　
重
　
弘
（
畑
）

★
加
西
市
政
永
年
功
労
者
表
彰

〈
自
治
永
年
功
労
表
彰
〉

（
永
年
に
わ
た
り
市
の
自
治
行
政
の
進

行
発
展
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著

な
方
）荒

　
木
　
　
　
伯
（
吉
　
野
）

亀
　
田
　
実
　
雄
（
繁
　
昌
）

★
加
西
市
政
功
労
者
表
彰

〈
自
治
功
労
表
彰
〉

（
市
の
自
治
行
政
の
振
興
発
展
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
）

石
　
井
　
　
　
勝
（
網
　
引
）

北
　
田
　
重
　
信
（
西
野
々
）

黒
　
田
　
広
　
之
（
下
芥
田
）

三
　
枝
　
啓
　
助
（
御
　
幸
）

松
　
本
　
義
　
文
（
山
下
東
）

〈
産
業
経
済
功
労
表
彰
〉

（
市
の
産
業
経
済
の
振
興
発
展
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
）

菅
　
原
　
濱
二
郎
（
黒
　
駒
）

常
　
峰
　
定
　
雄
（
小
印
南
）

〈
社
会
功
労
表
彰
〉

（
市
の
社
会
福
祉
の
充
実
並
び
に
市
民

生
活
の
安
定
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が

顕
著
な
方
）

高
　
井
　
寿
　
郎
（
横
　
尾
）

民
　
輪
　
芳
　
昭
（
国
　
正
）

★
市
制
35
周
年
記
念
感
謝
状

〈
自
治
部
門
〉

（
多
年
に
わ
た
り
市
の
自
治
行
政
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
た
方
）

杉
　
本
　
信
　
彦
（
福
住
東
）

古
　
川
　
卓
　
美
（
網
　
引
）

森
　
元
　
清
　
蔵
（
佐
　
谷
）

〈
産
業
経
済
部
門
〉

（
多
年
に
わ
た
り
産
業
並
び
に
経
済
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
）

喜
　
田
　
又
　
男
（
福
　
居
）

後
　
藤
　
　
　
明
（
東
横
田
）

竹
　
内
　
　
　
武
（
古
　
坂
）

高
　
見
　
芳
　
行
（
両
　
月
）

野
　
田
　
晴
　
作
（
古
　
坂
）

〈
教
育
文
化
部
門
〉

（
多
年
に
わ
た
り
教
育
・
文
化
及
び
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
）

井
　
上
　
博
　
明
（
田
　
谷
）

岩
　
本
　
珪
　
子
（
西
横
田
）

神
　
田
　
信
　
義
（
大
　
工
）

衣
　
笠
　
貢
　
弘
（
山
下
西
）

小
　
林
　
正
　
明
（
朝
　
妻
）

誉
　
田
　
正
　
敏
（
池
　
上
）

篠
　
倉
　
登
喜
子
（
上
若
井
）

高
　
橋
　
信
　
之
（
佐
　
谷
）

高
　
見
　
安
　
伺
（
両
　
月
）

竹
　
内
　
暉
　
雄
（
下
道
山
）

竹
　
本
　
伸
　
夫
（
宮
　
前
）

中
　
井
　
加
代
子
（
東
横
田
）

中
　
根
　
昭
　
夫
（
西
横
田
）

難
　
波
　
利
　
昭
（
大
　
村
）

西
　
脇
　
章
　
夫
（
網
　
引
）

初
　
田
　
源
　
三
（
朝
　
妻
）

福
　
井
　
幸
　
雄
（
上
道
山
）

前
　
田
　
義
　
光
（
両
　
月
）

山
　
本
　
賀
代
子
（
横
　
尾
）

横
　
田
　
文
　
明
（
三
　
口
）

渡
　
辺
　
吉
　
隆
（
中
　
山
）

〈
社
会
部
門
〉

（
多
年
に
わ
た
る
地
域
社
会
活
動
に
よ

り
社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
）

岡
　
　
　
　
　
稔
（
西
上
野
）

織
　
田
　
　
　
勲
（
田
　
原
）

中
　
野
　
美
　
一
（
東
高
室
）

宮
　
川
　
正
　
俊
（
下
万
願
寺
）

森
　
本
　
良
　
一
（
坂
　
本
）

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

受
賞
者　
の　
み　
な　
さ　
ん

自治功労表彰受賞者のみなさん

豊かな自然と歴史を生かし

人権と地域文化を守り

良好な環境を大切にする風土を育んで

いきいきと　個性きらめき

魅力としあわせあふれる

美しいふるさとづくりに努めます

まちが　何かをしてくれるのではなく

一人ひとりが　まちのため　人のために

ともに　何ができるかを考え

地域を越え　世代を越え

手をつなぎ　心をつないで　支えあい

ふるさとを愛し　誇りをもって

生きがいと　喜びのある

ふるさと夢都市の創造をめざして

いま　新しい市民の風　吹かせるため

ここに　市民参画都市を宣言します

平成14年4月21日
加　西　市

市民参画都市宣言
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２００２年５月号（No.４５３）

★
開
催
日

８
月
４
日

（日）

★
開
催
場
所

加
西
市
役
所
駐
車

場
と
そ
の
周
辺

参
加
規
程

〈　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト
･
ス　
テ　
ー　
ジ　
使
用
〉　

★
演
技
時
間

１
チ
ー
ム
５
分
以

内
　
人
数
１
チ
ー
ム
10
名
以
上
。

（
９
名
以
下
の
場
合
は
エ
ン
ト
リ
ー

で
き
ま
す
が
、
チ
ー
ム
審
査
対
象

外
と
し
ま
す
）

★
演
技
の
エ
ン
ト
リ
ー

メ
イ
ン

会
場
で
の
コ
ン
テ
ス
ト
。
サ
ブ
会

場
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
参
加

の
方
は
エ
ン
ト
リ
ー
下
さ
い
。

★
音
源

メ
イ
ン
会
場
で
の
コ
ン

テ
ス
ト
の
音
源
は
テ
ー
プ
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

★
総
踊
り

・　「
加
西
音
頭
」
と
「
よ
っ
ち
ょ
れ
」

を
原
曲
で
踊
る
。

・
会
場
全
体
を
パ
レ
ー
ド
。
全
て

の
チ
ー
ム
が
参
加
す
る
こ
と
と
す

る
。（
審
査
な
し
）

・
チ
ー
ム
の
旗
や
花
プ
ラ
カ
ー
ド

な
ど
を
用
意
し
、
チ
ー
ム
の
ア
ピ

ー
ル
を
し
て
も
よ
い
。

★
参
加
料
（
運
営
協
力
金
）
一
人

３
０
０
円
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

申
込
方
法

往
復
は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

①
チ
ー
ム
名
　
②
人
数
（
う
ち
、

中
学
生
以
下
の
人
数
）
③
代
表
者

氏
名
④
連
絡
先
住
所
　
⑤
電
話
番

号
　
⑥
Ｅ
│
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

（
な
い
場
合
は
結
構
で
す
）
⑦
ア
ピ

ー
ル
し
た
い
こ
と
　
⑧
エ
ン
ト
リ

ー
会
場
に
つ
い
て
…
Ａ
メ
イ
ン
会

場
で
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
エ
ン
ト
リ

ー
　
Ｂ
サ
ブ
会
場
で
の
Ｏ
Ｄ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
。
Ｃ
全
て

に
エ
ン
ト
リ
ー
す
る
を
記
入
の
上
、

加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
祭
典
委
員

会
事
務
局
へ
。
申
込
締
切
は
６
月

28
日

（金）
。
詳
細
は
申
込
受
付
後
、

事
務
局
よ
り
ご
案
内
を
致
し
ま
す
。

〜
み
ん
な
で
お
ま
つ
り
を
つ
く

り
た
い
〜
あ
な
た
の
で
き
る
分
野

ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　

ス　
タ　
ッ　
フ　
募
集
!

で
お
手
伝
い
く
だ
さ
い
。

★
運
営
ス
タ
ッ
フ
…
ま
つ
り
の
企

画
・
運
営

★
メ
イ
ン
会
場
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…

メ
イ
ン
会
場
で
の
案
内
・
警
備

★
キ
ッ
ズ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
迷
子

や
お
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
な
ど
ち

び
っ
こ
の
お
助
け
隊

★
Ｏ
･
Ｄ
Ｏ
･
Ｒ
Ｉ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
…
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
の
案
内
・

サ
ポ
ー
ト
等

★
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｉ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

…
花
火
会
場
周
辺
の
警
備
や
あ

と
の
ゴ
ミ
拾
い

★
よ
ろ
ず
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
高
齢
者
の
方

な
ど
へ
の
会
場
サ
ポ
ー
ト
な
ど
。

★
そ
の
他
、
激
写
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
着
付
け
直
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
ス
タ
ッ
フ
の
ス
タ
ッ
フ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
な
ど
。

申
込
・
問
合
先

〒
６
７
５
│
２
３
９
５
北
条
町
横

尾
１
０
０
０
　
加
西
市
役
所
商
工

観
光
課
内
　
加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ

り
祭
典
委
員
会
事
務
局

（
電
話
０
７
０
│
５
６
５
２
│
８
６

６
７
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
42
│
２
３
８
２
）

（
担
当
　
高
瀬
）

加
西　
サ　
イ　
サ　
イ　
ま　
つ　
り

加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
は
今
年
第
25
回
を
迎
え
ま
す
。
初
め
て
の
市
民
公
募
の
実
行
委
員
を
加
え
て
、
加

西
の
夏
祭
り
と
し
て
、
見
る
だ
け
で
な
く
、
参
加
す
る
喜
び
、
一
緒
に
踊
る
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
こ
う

と
い
う
思
い
を
も
っ
て
開
催
し
ま
す
。

誰
も
が
参
加
で
き
る
自
由
な
ル
ー
ル
で
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、
加
西
サ
イ
サ
イ
ま
つ
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク

ス
!
総
踊
り
を
老
い
も
若
き
も
、
男
も
女
も
み
〜
ん
な
で
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
!

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

募
集
!
Ｏ　
Ｄ　
Ｏ　
Ｒ　
Ｉ　
コ　
ン　
テ　
ス　
ト

第25回

花花
彩彩

夜夜
ささ
来来
いい

人人
祭祭

か

さ
い

よ

こ

ひ
と
ま
つ
り
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２００２年５月号（No.４５３）

平成1 4年度の観光・国際親善使節を募集しています。加西市の代表として観光や国

際親善に活躍していただきます。あなたも青春の思い出にチャレンジしてみませんか。

★応募資格 市内に住む18歳以上の未婚の女性（高校生は除く）

★応募方法 所定の申込用紙で応募してください。自薦、他薦は問いません。

★申込期限 5月31日（金）

★募集人員 観光・国際親善使節3名

★発　　表 8月4日（日）開催予定の加西サイサイまつり

★副　　賞 旅行クーポン券ほか協賛各社による賞品多数

★申 込 先 商工観光課内加西市観光協会事務局（電話42-8823）

家
屋　
を　
新
築　
・　
増
築　
さ　
れ　
た　
方　
へ

家
屋
調
査　
に　
つ　
い　
て

◎
家
屋
を
新
築
・
増
築
さ
れ
る
と
、

固
定
資
産
税
及
び
不
動
産
取
得
税

の
も
と
と
な
る
固
定
資
産
評
価
の

た
め
家
屋
調
査
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

家
屋
調
査
は
該
当
す
る
建
物

（
外
部
及
び
内
部
）
の
仕
上
げ
ま
で

完
成
し
た
時
点
で
行
い
ま
す
。

建
築
途
中
の
建
物
に
つ
い
て
は
、

税
務
課
担
当
職
員
が
巡
回
し
て
完

成
時
期
・
進
捗
状
況
を
確
認
し
、

家
屋
調
査
の
お
願
い
を
し
て
お
り

ま
す
が
、
完
成
し
た
時
点
で
、
建

築
主
（
所
有
者
）
の
方
か
ら
ご
連

絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
今
年
度
の
家
屋
調
査
に

つ
き
ま
し
て
は
、
６
月
上
旬
よ
り

順
次
税
務
課
職
員
が
お
宅
へ
伺
い

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
ご
用
意
い
た
だ
き
た
い
書
類

建
築
確
認
申
請
書
（
副
本
）

家
屋
調
査　
に　

ご　
協
力
を

家
屋　
を　
取　
り　
壊　
さ　
れ　
た　
方　
へ

◎
固
定
資
産
税
は
１
月
１
日
現
在

に
存
在
す
る
家
屋
に
課
税
さ
れ
ま

す
の
で
、
家
屋
を
取
り
壊
さ
れ
た

時
は
速
や
か
に
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

連
絡
先

税
務
課
資
産
税
係

（
電
話
42
│
８
７
１
３
）

自動車税・軽自動車税の納期限は

55月3311日（金）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

問合先 軽自動車税 税務課（電話42-8712）
自動車税 社県税事務所（電話0795-42-5111）

平成14年度

税税
務務
課　課　
か　か　
ら　ら　
の　の　
お　お　
知　知　
ら　ら　
せせ

あなたも

ササママーーシシンンデデレレララ
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２００２年５月号（No.４５３）

●
ペ
タ
ン
ク

い
わ
ゆ
る
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
カ

ー
リ
ン
グ
。
頭
脳
的
で
高
度
な
テ

ク
ニ
ッ
ク
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

日
　
程

６
月
14
日

（金）
〜
７
月
12

日
（金）

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

※
毎
週
金
曜
日
（
計
５
回
）

場
　
所

北
条
東
小
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー　
バ　
ド　
ミ　
ン　
ト　
ン

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
ス
リ
ル
や
面

白
さ
を
そ
の
ま
ま
に
、
や
さ
し
い

ル
ー
ル
で
手
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

日
　
程

６
月
５
日

（水）
〜
８
月
７

日
（水）

午
後
８
時
〜
９
時
30
分

※
毎
週
水
曜
日
（
計
10
回
）

場
　
所

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

ペ　
タ　
ン　
ク　
＆　

フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー　
バ　
ド　
ミ　
ン　
ト　
ン

募
集
人
員

各
30
名
（
先
着
順
）

対
　
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
さ
れ
て
い
る
方

参
加
費

無
料

申
込
先

体
育
保
健
課

（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

小
さ
な
コ
ー
ト
と
ラ
ケ
ッ
ト
で
、

気
軽
に
楽
し
め
ま
す
。

日
　
時

７
月
10
日
ま
で
の
毎
週

水
曜
日
午
後
８
時
〜
９
時
30
分

場
　
所

善
防
公
民
館

定
　
員

20
名

参
加
費

１，　
０
０
０
円

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
〒
６
７
５
│
２
３
０
３

北
条
町
古
坂
３
│
６
　
加
西
市
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
　
柏
原
信
也
宛

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
43
│
０
１
８
１
　
電
話
42

│
０
４
４
２
）
ま
で
。

バ　
ウ　
ン　
ド　
テ　
ニ　
ス　
教
室

新
し　
い　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
を
始　
め　
ま　
せ　
ん　
か

市
政
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
ニ

ー
ズ
や
世
論
の
動
向
を
正
し
く
把

握
し
、
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
平
成
14
年
度
市

政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

★
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事

年
間
３
回
程
度
の
モ
ニ
タ
ー
会

議
へ
の
出
席
と
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
応
募
資
格

次
の
①
〜
③
を
す
べ
て
満
た
す
方

①
満
20
歳
以
上
で
市
内
に
居
住
さ

れ
て
い
る
方

②
市
政
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
初
め
て

の
方

③
外
国
人
在
住
者
の
場
合
は
、
日

本
語
で
平
易
な
読
み
書
き
、
日

常
会
話
の
で
き
る
方

★
募
集
人
数

10
人

★
申
込
方
法

６
月
10
日

（月）
ま
で
に
官
製
ハ
ガ

キ
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
、
電
話
番
号
、
応
募
の
動
機
を

記
入
し
秘
書
広
報
課
（
電
話
42
│
８

７
０
１
）「
市
政
モ
ニ
タ
ー
」
係
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
14
年
度

市市
政　政　
モ　モ　
ニ　ニ　
タ　タ　
ー　ー　
募募
集集

あ
な　
た　
の　
提
言
を　
市
政　
に　
!

ス　
ポ　
ー　
ツ　
で　
体
力　
づ　
く　
り

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
の
普
及

啓
発
、
地
域
か
ら
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
た
め
、
小
谷
由
紀
子
さ

ん
が
兵
庫
県
知
事
よ
り
「
兵
庫
県

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
」

に
委
嘱
（
再
任
）
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
協
力
員
の
方
々
と
連
携

し
て
活
動
さ
れ
ま
す
。

私　
た　
ち　
の　
日
常
生
活　
か　
ら　
排
出　
さ　

れ　
る　
Ｃ　
Ｏ

２

な　
ど　
の　
温
室
効
果　
ガ　
ス　
を　

削
減　
す　
る　
た　
め　
、　
き　
め　
細　
か　
な　
普
及

啓
発
活
動　
や　
実
践
活
動　
の　
コ　
ー　
デ　
ィ　

ネ　
ー　
ト　
を　
行　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　
エ　
コ　
チ　
ェ　ッ

ク　
や　
エ　
コ　
ラ　
イ　
フ　
に　
つ　
い　
て　
、　
気
軽　
に　
お　

問　
い　
合　
わ　
せ　
く　
だ　
さ　
い　
。
鎮
岩
町
２

２
２
│
13
（
電
話
46
│
１
６
５
６
）

10
月
１
日

（火）
か
ら
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
の
ご
み
の
持
ち
込
み
料

金
が
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

な
お
、
受
入
時
間
な
ど
に
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

受
入
時
間

・
月
曜
日
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
午
後
４

時
30
分

・
第
１
、
３
、
５
土
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
前
11
時

※
危
険
物
や
タ
イ
ヤ
は
持
ち
込
ま

な
い
で
く
だ
さ
い
。

料
　
金
（
下
表
参
照
）

区　分 家庭系 事業系

30円／10kg

↓

50円／10kg

60円／10kg

↓

90円／10kg

※180円／10kg→90円／10kg

燃やすごみ

燃やせないごみ

埋立ごみ

粗大ごみ

※別途分解費を要する物あり。

小小
谷谷
由由
紀紀
子　子　
さ　さ　
ん　ん　
が　が　

「「
兵兵
庫庫
県県
地地
球球
温温
暖暖
化化
防防
止止
活活
動動
推推
進進
員員
」　」　
に　に　
再再
任任

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
へ　
の　
ご　
み　
の　
持　
ち
込　
み　
料
金　
の　
変
更

問合先 クリーンセンター（電話46-０６０２）
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４
月
14
日

（日）
に
市
役
所
を
出
発

し
て
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
を
通
っ
て

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
行
く
道
の

り
と
、
市
役
所
を
出
発
し
て
三
木

山
崎
線
を
通
っ
て
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
に
行
く
道
の
り
の
二
つ
に
分

か
れ
て
、
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
し
た
。

と
て
も
い
い
天
気
で
、
ハ
イ
キ

ン
グ
が
て
ら
に
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い

き
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
自
転
車

ま
で
も
が
捨
て
て
あ
っ
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
で
も
、
み
な
さ
ん

自
分
の
街
を
少
し
で
も
き
れ
い
に

し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

終
わ
っ
て
み
る
と
軽
ト
ラ
ッ
ク
の

荷
台
に
い
っ
ぱ
い
の
ゴ
ミ
が
集
ま

り
ま
だ
ま
だ
ポ
イ
捨
て
が
多
い
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
は
、
第
４
日
曜
日

以
外
の
日
で
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
時
間
・
場
所
等
は
消
防
本
部

へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
４
月
１
日
よ
り
、
心
肺

蘇
生
法
の
や
り
方
が
一
部
改
正
に

な
り
ま
し
た
。
従
来
の
や
り
方
で

も
間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

是
非
、
こ
の
機
会
に
新
し
い
応
急

手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

救
命
技
能
を
維
持
向
上
す
る
た

め
に
、
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会

を
受
講
し
て
か
ら
３
年
を
経
過
さ

れ
た
方
に
再
講
習
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
が
、
４
月
１
日
の
改
正

に
伴
い
、
２
年
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
先

加
西
市
消
防
本
部
（
電
話

42
│
０
１
１
９
）　
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

☆　
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

3
月　
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
　
　
　
　
17
名
〕　

▽　
カ　
サ　
イ　
警
備
保
障
株
式
会
社

４
名

▽
善
防
園
職
員

11
名

▽
一
般
受
講
者

２
名

出
射
由
美
・
厨
子
晃
弘

〔
再
講
習
者
　
　
　
　
　
　
6
名
〕　

▽　
カ　
サ　
イ　
警
備
保
障
株
式
会
社

５
名

▽
善
防
園
職
員

１
名

ク　ク　
リ　リ　
ー　ー　
ン　ン　
キ　キ　
ャ　ャ　
ン　ン　
ペ　ペ　
ー　ー　
ンン

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

全
国
山
火
事
予
防
運
動
統
一
標
語

「
火
を　
消　
し　
て　

森
を　
消　
さ　

な　
い　

心　
が　
け
」

季
節
的
に
山
菜
取
り
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
で
入
山
す
る
人
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
山
火
事
も
増

え
て
き
て
い
ま
す
。

山
火
事
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は
、

た
き
火
の
不
始
末
や
タ
バ
コ
の
投

げ
捨
て
な
ど
人
の
不
用
意
な
火
の

取
扱
い
に
よ
る
も
の
が
多
い
た
め
、

入
山
者
一
人
ひ
と
り
が
た
き
火
、

タ
バ
コ
の
後
始
末　
を　
徹
底　
す　
る　
こ　
と　

が　
山
火
事
防
止　
に　
つ　
な　
が　
り　
ま　
す
。　

山
火
事
は
一
瞬
に
し
て
大
切
な

森
林
資
源
を
喪
失
し
、
一
度
焼
失

し
た
森
林
は
再
生
ま
で
に
数
十
年

か
か
り
ま
す
。

皆
さ
ん
、
山
火
事
を
出
さ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

骨
折
し
た
、
あ
る
い
は
「
や
っ

た
か
な
？
」
と
思
っ
た
ら
「
副
木
」

を
当
て
、
曲
げ
た
り
動
か
し
た
り

で
き
な
い
よ
う
固
定
し
ま
す
。

副
木
が
な
い
場
合
は
、
ダ
ン
ボ

ー
ル
や
週
刊
誌
な
ど
で
も
結
構
で

す
。
要　
は　
①
曲　
げ　
な　
い　
②
動　
か　
さ　
な　

い　
、　と　
い　
う　
こ　
と　
が　
大
切　
な　
こ　
と　
で　
す
。

そ
の
理
由
は
、
折
れ
た
だ
け
で

は
ま
だ
傷
つ
い
て
い
な
い
か
も
し

れ
な
い
神
経
を
、
動
か
す
こ
と
で

傷
つ
け
、
運
動
や
感
覚
の
麻
痺
を

強
く
し
、
あ
る
い
は
周
囲
の
血
管

を
破
っ
て
出
血
を
大
き
く
さ
せ
る

な
ど
、
考
え　
る　
だ　
け　
で　
も　
ゾ　
ッ　
と　
す　

る　
結
果　
に　
な　
っ　
て　
し　
ま
う
か　
ら　
で　
す
。　

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

家
族
の
命
が
救
え
る

市
民
救
命
士
講
習
会

骨
折
の
応
急
手
当

２００２年５月号（No.４５３）

平
成
14
年
度

骨折の手当

蓮
華
咲
く
野
の
上
空
の
舞
雲
雀

そ
の
声
風
に
遠
く
流
れ
て

真
夜
中
の
言
葉
の
海
へ
我
が
垂
れ
し

針
に
か
か
ら
ぬ
三
十
一
音

淡
々
と
小
さ
き
文
字
の
現
わ
れ
て

携
帯
電
話
の
声
な
き
メ
ー
ル

う
す
青
の
宇
宙
の
中
に
一
粒
の

真
珠
と
な
ら
む
十
三
夜
月

萎
え
し
足
引
き
て
歩
め
る
我
が
後
を

二
歳
の
曾
孫
は
真
似
て
付
き
来
る

板
井
さ
ち
代

伊
藤
　
悦
子

伊
藤
美
代
子

岩
佐
　
恵
子

上
中
　
照
子



Town Topics Town Topics Town Topics

永年の地方自治貢献をたたえ
春の叙勲 田居俊雄さん（田原・79歳）が
勲五等瑞宝章を受賞
　田居さんは、昭和54年から4期16年加西市

議会議員として活躍されました。在任中は市議

会議長や各委員会委員長を歴任、特に生活環境

の改善に尽力されました。

 「住民と行政をつなぐパイプ役をモットーに正

直に、粘り強く取り組んできました。今後も一

市民として加西市政を見守っていきたい。」と

田居さん。

花壇・花づくりコンクール
個人部門は田井敏司さん

Town TopicsTown TopicsTown Topics
タウントピックスタウントピックス
まちの話題

タウントピックス…………………………まちの話題

町親善ソフトボール大会

　4月28日（日）、市内唯一の滝「大

谷不動の滝」（上万願寺町）で「一

の会（柴田康敏代表）」による「水

行」が行われました。ふんどし姿

の参加者のみなさんは神妙な面持

ちで家族の無病息災等を祈られま

した。

えっ！市内の滝で水行 　4月20日（土）、健康増進センタ

ーで行われたパパ・ママクラブに出

産を控えたご夫婦10組が参加。男性

が装身具をつけて掃除や階段の上り

下り等の妊婦体験を行い、妊娠中の

女性の大変さを身体で知りました。

男性も妊婦体験
―パパ・ママクラブ―

　4月16日（火）～18日

（木）、市役所ロビーで「ひ

ょうご731部隊展」が開催

され、関東軍防疫給水部（通

称「満州第731部隊」）が

中国で行った人体実験等に

関する資料が多数展示され

ました。貴重な資料に、市

役所を訪れた多くの方が見

入りました。

語り継がねばならない戦争の歴史
「ひょうご731部隊展」

消防新入団訓練等を実施

　4月27日（土）いこいの村はりまで行われた「第73回メ

ーデー　加西地区第44回大会」に加西市を中心とした19

労組、約800人が結集。「雇用と暮らし重視への政策転換

を求め、積極的に政治に参加しよう」という宣言を採択し

て終了しました。

デフレ阻止＆雇用創出を！
―加西地区メーデー―

　4月28日（日）健康福祉会館ホールで行われた第１回女性

研修講座で、「やさしい街　やさしい人」と題して、女優の

石井めぐみさんが講演され、障害を持つ息子さんとの生活を

通して学んだ幸せの意味や家族のあり方、また、障害者と健

常者が手を取り合って生きるまちづくりについて熱く語られ

ました。

障害者と健常者が手を取り合って！
―第1回女性研修講座―

　このたび加西市バスケットボール協会（桜井光男会長）

が発足し、4月28日（日）、北条高校体育館で男女計9チー

ムが参加して第1回加西市民バスケットボール大会が行わ

れました。「まだ、リーグ戦の開催までには至りませんが、

秋にも交流戦を計画しています。徐々にバスケットボール

の輪を市内に広めていきたいです。」と桜井会長。

加西市バスケットボール協会が発足

　4月28日（日）加西球

場を中心に町親善ソフト

ボール大会が行われまし

た。さわやかな空の下、

珍プレーや好プレーが続

出。優勝は1部が横尾、

2部は佐谷。みなさんお

疲れさまでした。

　4月28日（日）、JA兵庫みらい本店

前駐車場を中心に、部長・新入団・水防

訓練及び機関員講習を行いました。

145名の新入団員も、基本訓練礼式、

ホ－ス延長や筒先の取扱い要領等の訓練

を修了しました。

　加西市花と緑の協会が行った「花壇・花づくりコンクール」に全部門合

わせて66の応募がありました。各部門の最優秀賞は次のとおり。（敬称略）

個人部門

　田井敏司（田原）

学校部門

　日吉小学校

老人クラブ部門

　窪田町老人クラブ

企業部門

　喫茶正樹

特別賞は

　マリアンヌ製靴

小田春幸さん（鴨谷）が
手作り遊具を寄贈

　屋外で子ども達

が遊べるように

と、小田春幸さん

から昔懐かしいリ

ム転がし用の自作

の遊具85セット

を市内小学校へい

ただきました。

妊婦さんは
　起きあがるのも大変!

おとぎ話をイメージした田井さんの花壇

82002年5月号（No.453）9 2002年5月号（No.453）
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☆心を耕す「愛の詩」☆

全国公募の子どもを想い、親を想い、ふるさとを想う「愛」のメッ

セージ第3回「愛の詩」から愛の詩賞を受賞された佐藤　健さん（秋

田県）の作品を紹介します。

山菜と教科書

母さん、覚
おぼ

えていますか？

薄暗いうちに母さんに起こされ、山菜とりに行ったことを。教科書

と弁当を風呂敷に包んで駆けずり回った朝もやの山。

春はわらび、竹の子、秋にはきのこ。何も知らない僕はただ、母

さんが山菜とりが好きなんだとばかりについていった山。学生服の泥

を払って駆け足で潜った校内。

僕が東京で就職するとき、「山菜を売って教科書を買ったお金の余

りよ。今までありがとう。これで好きな物買って。」って五千円くれた

っけ。びっくりしたなあ、あのとき。母さんは、僕たち四人の兄弟の

教科書のために、山菜とってたんだね。それを早く知っていればもっ

とがんばったのに。

母さん、あなたの書を学び、こんなに大きくなりました。僕が就職

したとき、小包みの山の幸の隅に、あれほどおぼえるなと言っていた

タバコが十個。狂うほど好きだったビートルズのレコードが三枚。涙

が溢れました。

今、母さんは痛い腰を我慢して花の手入れをしています。「花の好

きな方、ご自由にお取りください」と書かれたマジックインキの文字

が、あなたの人生の教訓そのものです。苦労続きの長編小説のよう

なあなたの物語…。終わることなく、この先ずっと読ませてください。

愛と人権

現
在　
の　
本
堂　
は　
江
戸
時
代
初
頭　
・　

寛か
ん

永え
い

五
年　
（
千
六
百
二
十
八
年
）　
に　

再
建　
さ　
れ　
た　
建け

ん

造ぞ
う

物ぶ
つ

で　
、　
国　
の　
重
要

文
化
財　
に　
指
定　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　
現

在
、　
本
堂　
は　
保
存
修
理
工
事　
が　
実
施　

さ　
れ　
て　
お　
り
、　
そ　
れ　
に　
伴　
っ　
て　
本
堂
床

下　
の　
発
掘
調
査
も　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

現
本
堂　
の　
基
壇
土　
を　
掘　
り
下　
げ　
る　

と　
、　
焼　
け　
た　
瓦　
や　
土
器
、　
炭
化　
し　
た　

木
材
等　
が　
大
量　
に　
見　
つ　
か　
り
、　
こ　
れ　

ら　
を　
取　
り
除　
く　
と　
火　
を　
受　
け　
て　
赤せ

っ

化か

し　
た　
地
表
面　
が　
姿　
を　
現　
し　
ま　
し　
た　
。　

礎そ

石せ
き

も　
一
部
残　
っ　
て　
お　
り
、　
前
代　
の　

本
堂
基
壇
跡　
と　
考
え　
ら　
れ　
ま　
す
。　
ま　

た　
、　
現
本
堂　
の　
西
側
石
垣　
の　
内
側　
に　

も　
火　
を　
受　
け　
て　
赤
化　
し　
た　
石
垣　
が　
残　

さ　
れ　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
文ぶ

ん

献け
ん

で　
は　
元げ

ん

和な

三
年　
（
千
六
百
十
七
年
）　
に　
失
火　
に　

よ　
り
本
堂　
が　
焼
失　
し　
た　
と　
記　
さ　
れ　
て　

お　
り
、　
当
時　
の　
様
子　
が　
発
掘
調
査　
で　

も　
裏
付　
け　
ら　
れ　
た　
と　
い　
え　
ま　
す
。　
調

109

一
乗
寺
本
堂
…
坂
本
町

真
赤　
に　
焼　
け　
た　
石
垣　
や　
基き

壇　だん
が　
姿　
を　
表　
す

焼
失
し
た
前
代
の
本
堂
跡

位置図

少
子
化　
と　
核
家
族
化

等　
に　
よ　
り
人　
と　
人　
の　
心　

の　
つ　
な　
が　
り　
が　
希
薄
化　
し　
、　
近
年　
は　
、　

群　
れ　
て　
遊　
ぶ　
子　
ど　
も　
達
も　
少　
な　
く　
な　

っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　
ま　
た　
、　
近
所　
の　
人　

と　
出
会　
っ　
て　
も　
挨
拶　
の　
で　
き　
な　
い　
子　
ど　

も　
や　
、　
子　
ど　
も　
達　
が　
悪　
い　
こ　
と　
を　
し　

て　
い　
て　
も　
叱　
れ　
な　
い　
大
人　
が　
増
え　
て　
き　

た　
と　
い　
わ　
れ　
て　
い　
ま　

す
。　北

条
小
学
校　
で　

は　
、　
今
日
も　
、　
放
課

後　
の　
校
庭　
か　
ら　
ソ　
フ　
ト　

ボ　
ー　
ル　
や　
サ　
ッ　
カ　
ー　
に　

興　
じ　
る　
子　
ど　
も　
達　
の　

声　
が　
聞　
こ　
え　
て　
き　
ま　

す
。　
ま　
た　
、　
遊
具　
の　

近　
く　
で　
は　
、　
母
親　
に　

連　
れ　
ら　
れ　
た　
幼
児　
や　

低
学
年　
の　
子　
ど　
も　
達　
が　
遊　
ん　
で　
い　
ま　

す
。　
休
日　
に　
な　
る　
と　
、　
父
親　
と　
子　
が　

遊　
ぶ　
姿
も　
見　
ら　
れ　
ま　
す
。　

本
校　
で　
は　
、　
子　
ど　
も　
と　
心　
の　
絆　
を　

さ　
ら　
に　
太　
く　
す　
る　
こ　
と　
を　
目
指　
し　
て　
、　

Ｐ　
Ｔ　
Ａ　
や　
地
域　
の　
協
力　
の　
も　
と　
、　

様
々　
な　
ふ　
れ　
あ　
い　
活
動　
を　
計
画　
し　
て　

い　
ま　
す
。　

例
え　
ば　
、　
６
月　
に　
は　
、　
親
子　
で　
各

町　
の　
公
会
堂　
に　
集
合　
し　
、　
町
内
探
検　

や　
施
設
見
学
、　
ゲ　
ー　
ム　
な　
ど　
を　
楽　
し　

む　
「
町
別　
ふ　
れ　
あ　
い　
」　
が　
実
施　
さ　
れ　

ま　
す
。　

夏　
と　
秋　
に　
は　
、　
学
級　
や　
学
年
単
位　

で　
親
子　
が　
集　
ま　
り
、　
校
区
探
検　
や　
施

設
見
学
、　
ミ　
ニ　
運
動
会
等
、　
い　
ろ　
い　
ろ　

な　
活
動　
で　
ふ　
れ　
あ
う　
「
学
級　
Ｐ　
Ｔ　
Ａ　

活
動
」　
の　
充
実　
な　
ど　

も　
考
え　
て　
い　
ま　
す
。　

本
年
度　
は　
、　
学
校

週　
５　
日
制　
の　
完
全
実

施　
に　
よ　
り
全　
て　
の　
土

曜
日　
が　
休　
み　
に　
な　
っ　

た　
こ　
と　
か　
ら　
、　
こ　
の　

よ　
う
な　
ふ　
れ　
あ　
い　
行

事　
を　
さ　
ら　
に　
拡
大
、　

発
展　
さ　
せ　
よ　
う
と　
計

画　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

心
豊　
か　
で　
生
き　
る　
力　
に　
満　
ち　
た　
子　

ど　
も　
を　
育
成　
す　
る　
こ　
と　
が　
求　
め　
ら　
れ　

て　
い　
る　
今
日
、　
こ　
れ　
ま　
で　
以
上　
に　
、　
学

校　
と　
家
庭　
と　
地
域　
と　
の　
一
層　
の　
連
携　

を　
図　
っ　
て　
い　
き　
た　
い　
と　
考
え　
て　
い　
ま　
す
。　

そ　
し　
て　
、　
学
校　
や　
Ｐ　
Ｔ　
Ａ　
、　
子　
ど　
も　

会
等　
の　
行
事　
に　
つ　
い　
て　
共
通
理
解　
を　

深　
め　
て　
い　
こ　
う
と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す
。

心
を
繋
ぐ　
ふ　
れ　
あ　
い　
活
動

加加
西西
市市
立立
北北
条条
小小
学学
校校

赤化した基壇面

査　
で　
は　
、　
さ　
ら　
に　
下
層　
か　
ら　
鎌
倉
時

代　
（
約
八
百
年
前
）　
の　
土
器
も　
見　
つ　

か　
っ　
て　
お　
り
、　
文
献
記
録　
と　
出し

ゅ

土つ
ど

遺い

物ぶ
つ

と　
の　
比ひ

較か
く

検け
ん

討と
う

が　
今
後　
の　
課
題　
で　

す
。

２００２年５月号（No.４５３）
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加
西
病
院
は
、
こ
れ
ま
で
も
地
域
に
お

け
る
役
割
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
を
目
標

と
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
医
療
機

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今

加西市の皆さん、はじめまして。今年の４

月から市民福祉部健康長

寿課で勤務しています保

健師の加
か

耒
く

友
とも

見
み

です。

健康の重要さが叫ばれ

ている今日、保健師とし

て皆さんの健康に携われ

ることをとても幸せに感じて

いると同時に責任もひしひしと感じています。

先日私は、ある施設の生きがい対応型デ

イサービス（転倒予防教室）に初めて参加

しました。保健師として、血圧測定や健康

相談を行って参加者の方々の健康に対する

関心の高さに驚きました。また、高齢であり

ながらも、元気で生き生きとした皆さんの姿に

私自身も元気を頂きました。これから、高齢

者の方々はもちろん、加西市民全ての方々

が、生き生きとした生活を送れるよう少しでも

力になっていきたいです。

保健師は赤ちゃんからお年寄りまで全ての

方々の健康を守るために、健康教育・健康

相談をはじめ多くの活動を行っています。私

はそれらの活動を通して、市民の皆さんと健

康について考え、日常生活の中で少しでも

健康であることを実感していただけるお手伝

いができるよう努力していきたいです。また、

皆さんからも多くのことを学ばせて頂いて、自

分自身も大きく成長していきたいと思っていま

す。

私は隣町の加古川市出身なので、加西

市は私にとってまだまだ未知の世界です。し

かし、１日も早く、加西というまちを知って、

皆さんとともに、健康づくりに取り組んでいき

たいと思います。未熟な私ですが、一生懸

命頑張りますのでよろしくお願いします。

新米保健師です

〈作り方（1人分・480kcal）〉

①鶏胸肉（80ｇ）は一口大のぶつ切りにする。

②パイナップル（缶詰輪切り１枚）は３つに切る。ピーマン（大

1/2）は種を取って乱切りにする。

③ねぎ（10ｇ）はぶつ切りに、しょうが（少量）は薄切りにする。

④鶏肉に片栗粉（小さじ２）をまぶしつけ、強火で熱した油

（小さじ１1/2）で手早くいため、肉の表面を固める。

⑤鍋に④と酒（小さじ１）、しょうゆ（小さじ２）、砂糖（小さじ

1 / 2）及び③を加え、水をひたひたに入れて2 0分間煮込む。

パイナップルとピーマンを加えひと煮し、火を止める。

病
院
機
能
評
価　
の　
認
定
を
取
得

能
を
高
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
組
み
、

市
民
の
方
々
の
理
解
と
信
頼
を
得
る
努
力

を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な

病
院
の
機
能

を
、
第
三
者
の

目
か
ら
見
て
評

価
す
る
も
の
と

し
て
、
財
団
法

人
日
本
医
療
機

能
評
価
機
構
の

病
院
機
能
評
価

が
あ
り
ま
す
。

今
回
、
加
西
病

院
は
こ
れ
を
受

審
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
資
格
は
、
平
成
14
年

４
月
15
日
現
在
、
全
国
で
６
５
７
病
院

が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
で

は
、
41
病
院
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
認
定
は
、
加
西
病
院
が
、
地
域

の
必
要
と
す
る
各
領
域
の
医
療
に
お
い

て
基
幹
的
・
中
心
的
な
役
割
を
担
い
、

高
次
の
医
療
に
も
対
応
し
う
る
一
定
の

規
模
を
有
す
る
病
院
で
あ
る
と
第
三
者

か
ら
認
め
ら
れ
た
事
を
意
味
し
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
市
民
に
信
頼
さ
れ
、

良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
病
院
と
し
て

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

（加西市歯科衛生士会）

「歯垢」が「歯力」を悪くする!

歯垢の正体は細菌の塊です。中

でもミュータンス菌は、むし歯や歯肉

炎を引きおこす真犯人。歯の健康を

守る基本はミュータンス菌を含む歯垢

を落とすこと。あなたは歯みがきで､

歯垢をきれいに落とせていますか？

２００２年５月号（No.４５３）

「病院だより」のバックナンバーは、加西病院のホームページ
http://www.hospital.kasai.hyogo.jp でご覧になれます。

〈シェフから一言〉

にんにくなどを使ってスタミナ料
理にも! 揚げたものより、油の
使い方も少なくカロリー控えめ
のダイエットメニューです。

いずみ会会員 高見喜代子さん（西南）



12下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（電話42-8760・8761）

平
成
14
年
度
に
お
い
て
、
前
年

の
所
得
が
少
な
い
な
ど
、
ど
う
し

て
も
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
方
は
、
市
役
所

市
民
課
年
金
係
（
電
話
42
│
８
７
２

２
）
へ
保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ

い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

免
除
期
間
は
受
給
で
き
る
年
金

額
が
納
付
し
た
期
間
に
比
べ
て
３

分
の
１
に
な
る
等
、
必
ず
し
も
有

利
な
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

単
に
保
険
料
を
納
付
し
な
い
未
納

期
間
に
し
て
し
ま
う
と
将
来
老
齢

基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

日
　
時

６
月
30
日

（日）

午
前
10
時
〜
12
時

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

研
修
室
１
・
２

対
象
者

障
害
を
持
つ
方
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
関
係
団
体

市
長
と
語
る
会

国
民
年
金　
の　

免
除
申
請　
に　
つ　
い　
て

※
意
見
要
望
の
あ
る
方
は
、
所
定

の
用
紙
に
記
入
の
上
、
５
月
20
日

（月）
ま　
で　
に　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
協
会　
ま　
で　
。　

問
合
先

加
西　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
協
会

（
電
話
43
│
０
３
６
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
42

│
６
６
５
８
）

手
話
の
技
術
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

聴
覚
障
害
者
の
方
々
に
関
わ
る
諸

問
題
等
も
併
せ
て
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

６
月
１
日

（土）
か
ら
来
年

３
月
末
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
（
午

後
７
時
〜
９
時
）

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

参
加
費

２，　
０
０
０
円

定
　
員

20
名

申
込
期
限

５
月
28
日

（火）

申
込
先

加
西　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
協
会

（
電
話
43
│
０
３
６
１
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
42

│
６
６
５
８
）

中
央
公
民
館
（
電
話
42
│
２
１
５
１
）

・
茶
道
教
室
（
第
２
土
曜
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

南
部
公
民
館
（
電
話
49
│
０
０
４
１
）

・
茶
道
教
室
（
第
４
土
曜
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

・
囲
碁
教
室
（
第
４
土
曜
）

週
5
日
制
を
活
用
!

公
民
館
小　
・　
中
学
校
教
室

初
級
手
話　
サ　
ー　
ク　
ル

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

北
部
公
民
館
（
電
話
45
│
０
１
０
３
）

・
子
ど
も
体
験
教
室
（
第
３
土
曜
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

善
防
公
民
館
（
電
話
48
│
２
６
４
３
）

・
陶
芸
・
料
理
・
茶
道
教
室
等　
（
第

３
土
曜
）　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

日
　
時

６
月
22
日

（土）
午
前
９
時
〜

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

班
分
け

・
小
学
校
低
学
年
・
小

学
校
高
学
年
・
中
学
生

申
込
方
法

６
月
19
日

（水）
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
学

年
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒

６
７
５
│
２
３
９
５
加
西
市
教
育
委

員
会
内
　
子
ど
も
会
事
務
局
ま
で
。

広
報
４
月
号
で
、
肝
炎
ウ
ィ
ル

ス
検
診
対
象
者
は
40
、
45
、
50
、

55
、
60
、
65
、
70
歳
の
方
と
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
厚
生
労
働
省

の
通
達
に
よ
り
次
の
方
々
に
も
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。

・
40
歳
以
上
で
定
期
的
な
肝
機
能

検
査
を
受
け
て
い
な
い

①
過
去
に
肝
機
能
障
害
の
指
摘
を

受
け
た
こ
と
の
あ
る
方

町　
ぐ　
る　
み　
健
診　
で　
の　
肝
炎　

ウ　
イ　
ル　
ス　
検
診
対
象
者　
の　
拡
大

子
ど
も
会
将
棋
大
会

②
広
範
な
外
科
処
置
を
受
け
た
こ

と
の
あ
る
方

③
妊
娠
・
分
娩
時
に
多
量
に
出
血

し
た
こ
と
の
あ
る
方

な
お
、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
は
、

原
則
基
本
健
康
診
査
と
と
も
に
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

町　
ぐ　
る　
み　
健
診
申
込
書　
ま　
た　
は　
健
診

当
日
受
付　
で　
申　
し　
出　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
３
）

申
込
受
付

６
月
19
日

（水）
〜

26
日

（水）

職
種
及
び
資
格

・
行
政
事
務
、
電
気
・
情
報
、
機

械
、
土
木
、
農
業
、
農
業
土
木
、

林
業
…
昭
和
56
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

・
郵
政
事
務
Ａ
・
Ｂ
…
昭
和
52
年

４
月
２
日
か
ら
昭
和
60
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
方

・
税
務
…
昭
和
57
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

第
1
次
試
験
日

９
月
８
日

（日）

申
込
・
問
合
先

人
事
院
近
畿
事

務
局
（
電
話
０
６
│
４
７
９
６
│
２
１

９
１
）

平
成
14
年
度
国
家

公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

「この地区を順番にまわっています。」と作業服姿

で訪問されたので、市の委託業者かと思い、『水道管

の洗浄』を了承した。市とは関係ないのなら支払いた

くない。

加西市では、水道管の管内洗浄を義務付けており

ません。もし、契約してしまったら、勧誘時の問題ある

セールストーク（「市から来た」など）をもとに業者と

解約交渉していくことになります。

また、「帰ってください。」と言ったのに帰らないため

契約してしまった場合は、契約の取り消しを求めること

ができますので、何回も「帰ってくれ」と伝えましょう。

勧誘時は、業者の説明をよく聞き、おかしいと感じ

たらはっきりと断ることが大切です。

早目に消費生活相談窓口にご相談ください。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階 電話42-8739）

消費生活相談Q&A 必要ない「水道管の洗浄」

ハナサク

Ｑ

Ａ

２００２年５月号（No.４５３）

加西市出身のイラスト・絵本作

家 永田萠さんが母校の富田小児

童に絵の指導をされる模様が6月

1 6日（日）1 1時～サンテレビ「ひょ

うご日曜フォーラム」で紹介されま

す。是非ご覧下さい。

「ふるさとの先輩」

永田萠さん富田小で授業



交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。13

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書
恋の花咲く三姉妹 （赤川次郎著）
非情銀行 （江上　剛著）
太閤暗殺 （岡田秀文著）
幽幻譜 （菊地秀行著）
メナムの濁流 （鬼島紘一著）
僕を忘れないで （木根尚登著）
Ｚの神話 （久保田　滋著）
武打星 （今野　敏著）
官能小説家 （高橋源一郎著）
太陽待ち （ 仁成著）

葉隠の人生訓 （童門冬二著）
東京少年 （長野まゆみ著）
善魂宿 （坂東眞砂子著）
テロリスト潜入 （柊　治郎著）
レイクサイド （東野圭吾著）
あかんべえ （宮部みゆき著）
彌太郎さんの話 （山田太一著）
安土幻想―信長謀殺

（湯川裕光著）
ほか

市市立立図図書書館館だだよよりり

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

5月 19日（日） みのりクリニック （下宮木町・電話49-８４７０）

26日（日） 小野寺医院 （王子町・電話48-３７３７）

6月 2日（日） 大杉内科医院 （別府町・電話47-００２３）

9日（日） 田仲クリニック （北条町・電話42-４９５０）

16日（日） 深田医院 （下宮木町・電話49-００３０）

23日（日） 小橋医院 （北条町・電話42-０４１２）

※変更になることがありますので、お確かめください。

〔おはなし会〕6月8日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・5月14日（火）～23日（木）（資料手入れのため）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

６月４日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

６月４日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

６月６日（木）健康福祉会館

６月13日（木）農村環境改善センター・６月20日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談

６月27日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

わたしの夢
西在田小学校５年

山　本　響　子さん

このコーナーに掲載を希望さ
れる方は、写真とメッセージを〒
6 7 5 - 2 3 9 5 加西市役所秘書広
報課まで（電話42-8701）

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成14年３月生れの乳児 ５月28日（火） 午後１時～２時

《平成14年４月生れの乳児 ６月25日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成14年１月生れの乳児 ６月５日（水） 午後１時～２時

《平成14年２月生れの乳児 ７月３日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成12年12月生れの幼児 ６月11日（火） 午後１時～２時

《平成13年１月生れの幼児 ７月９日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成11年４月生れの幼児 ６月18日（火） 午後１時～２時

《平成11年５月生れの幼児 ７月16日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 ６月12日（水） 午後１時～２時

《７月10日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者　３～６カ月児の保護者 ６月12日（水） 午後１時～１時30分

７～８カ月児の保護者 ７月10日（水） 午後１時～１時30分

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第2木曜日

６月13日（木） 午前９時～９時30分

《７月18日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日にお越し下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２３）

高井皓
こう

志
し

郎
ろう

ちゃん（横尾）

1歳4カ月

〈ママの一言〉

この春、保育園デビューし

ました。たくさんのお友達と

仲良くね。

パパ・ 勉 さん

※ほんの一部です。

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠５～６ヵ月のママとパパ　７月13日（土）午前９時30分～10時
妊娠８ヵ月以降のママとパパ　８月17日（土）午前９時30分～10時

問合先 健康長寿課（電話42-8723）

★電話でご予約の上、参加下さい。

２００２年５月号（No.４５３）

私の夢は、花屋さんになることです。私

は花が大好きで、家でシクラメンを育てて

います。花はとてもきれいだし、見る人の

心をなごやかな気持ちにもしてくれます。

私は花屋さんになって、病気で暗い気持ち

になっている人も病気が治るような花を作

って売りたいと思っています。



14

融
資
対
象

市
内
に
事
業
所
を
有

し
、
同
一
事
業
を
同
一
場
所
で
１

年
以
上
経
営
す
る
中
小
企
業
者
で
、

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
対

象
事
業
に
該
当
す
る
方
。

加
西
市
中
小
企
業
事
業

資
金
融
資　
の　
ご
案
内

明
記
し
、
〒
６
７
５
│
２
４
５
４
下

道
山
町
２
０
６
│
１
加
西
市
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
協
会
　
高
田
辰
夫
（
電
話

44
│
３
０
５
５
）
午
後
８
時
〜
８
時

30
分
）
ま
で
。

北
播
肢
体
不
自
由
児
機
能
回
復

訓
練
施
設
事
務
組
合
　
わ
か
あ
ゆ

園
（
加
東
郡
滝
野
町
）
は
次
の
と

お
り
理
学
療
法
士
（
臨
時
職
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

資
　
格

理
学
療
法
士
の
免
許
を

所
有
さ
れ
る
45
歳
位
ま
で
の
方

募
集
締
切

５
月
24
日

（金）

採
用
期
間

平
成
15
年
３
月
31
日

ま
で

申
込
・
問
合
先

わ
か
あ
ゆ
園

（
電
話
０
７
９
５
│
48
│
３
０
７
４
）

平
成
15
年
３
月
中
学
、
高
校
、

大
学
卒
等
募
集
用
の
求
人
提
出
取

扱
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
時

６
月
５
日

（水）

午
後
１
時
30
分
〜

場
　
所

滝
野
町
文
化
会
館

問
合
先

西
脇
公
共
職
業
安
定
所

（
電
話
０
７
９
５
│
22
│
３
１
８
１
）

事
業
主
の
方
々
へ

求
人
提
出
取
扱
説
明
会

理
学
療
法
士
募
集

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

掃
除
は
、
心
を
磨
き
安
ら
ぎ
を

与
え
て
く
れ
る
最
上
の
教
材
で
す
。

掃
除
の
実
践
を
通
じ
て
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

日
　
時

６
月
16
日

（日）
８
時
〜

場
　
所

加
西
中
学
校
武
道
館

会
　
費

５
０
０
円

（
高
校
生
以
下
無
料
）

申
込
方
法

６
月
３
日

（月）
ま
で
に

〒
６
７
５
│
２
２
１
３
西
笠
原
町
１

７
５
│
２
３
　
事
務
局
　
藤
本
文

俊（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
48
│
３
６
１
０
）

ま　
で　
、　
Ｆ　
Ａ　
Ｘ　
か　
郵
送　
で　
お　
申
込　
く　

だ　
さ　
い　
。

６
月
１
日
、
商
業
統
計
調
査
が

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
卸
売
業
、
小
売

業
を
営
む
全
て
の
事
業
所
が
対
象

と
な
り
、
商
業
の
実
態
を
明
ら
か

に
し
、
国
か
ら
市
町
村
ま
で
の
流

通
産
業
施
策
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

５
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事

業
所
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

総
務
課

（
電
話
42
│
８
７
０
２
）

商
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
を
!

日
本　
を　
美　
し　
く　
す　
る　
会

第
6
回　
「
加
西
掃
除　
に　
学　
ぶ　
会
」

「
読
み
語
り
」
に
よ
る
「
絵
本
空

間
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
　
時

５
月
26
日

（日）

10
時
45
分
〜
12
時

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

参
加
協
力
費

８
０
０
円

（
４
歳
以
上
）

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場

（
電
話
43
│
０
８
３
０
）

初
夏
の
一
日
、
高
山
植
物
が
き

れ
い
な
伊
吹
山
と
清
流
の
中
を
魚

が
泳
ぐ
関
ヶ
原
鍾
乳
洞
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

日
　
時

７
月
７
日

（日）

行
　
先

伊
吹
山
・
関
ヶ
原
鍾
乳
洞

※
当
日
の
天
候
等
に
よ
り
行
先
変

更
の
場
合
あ
り

集
合
場
所

市
役
所
玄
関
前

集
合
時
間

午
前
７
時

募
集
人
員

30
名
（
先
着
順
）

参
加
費

大
　
人
６，　
０
０
０
円

小
学
生
３，　
０
０
０
円

申
込
方
法

６
月
20
日

（木）
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
を

市
民　
ハ　
イ　
キ　
ン　
グ　

参
加
者
募
集

加
西　
お　
や　
こ　
劇
場
自
主
活
動

「
き
よ
の
絵
本
劇
場
」

弁護士が無料で相談に応じます。相談を希望される方は

事前に母子相談員との面談が必要です。

☆相談内容 養育費・慰謝料請求、遺産相続など法律問

題に関すること ☆相談日 6月20日（木）

☆会　場 社健康福祉事務所 ☆申込締切 6月6日（木）

☆申込・問合先 社会福祉課女性児童係（電話42-8726）

加西交通安全協会では、優良運転者「金・銀・

銅賞」表彰の自己申請を6月2 0日（木）まで受け付

けています。資格、申請方法等のお問合せは、加

西交通安全協会（電話4 2 - 5 1 6 0）まで。※申請は無

料ですが、無違反証明書取得等に770円必要です。

優良運転者表彰の申請を

２００２年５月号（No.４５３）

融　資　の　内　容

資金使途及び

限 度 額

融資利率

融資期間

そ の 他

取扱金融機関
三井住友銀行北条支店・但馬銀行加西支店・みなと銀行加西支店
姫路信用金庫加西支店・播州信用金庫北条支店
但陽信用金庫加西支店・兵庫県信用組合加西支店

兵庫県信用保証協会の保証要
ただし、市が保証料の50％を負担（H14.9.30まで）

500万円以内 5年以内
500万円超 7年以内

うち据置期間
6ケ月以内で可

年1.8％（旧2.0％）（市が1％以内で利子補給を行います）

運転資金 800万円以内 最高限度額

1,500万円
1,000万円以内

500万円以内
設備資金

公害除去資金

問
合
先

商
工
観
光
課

（
電
話
42
│
８
７
４
０
）

交通安全協会からのお知らせ 母子・寡婦家庭および父子家庭
のための無料法律相談



市内で造った製品を市内で買いましょう。15

お く や み

高井　正彦 88 剛 上道山
吉田　秀夫 72 廣　之 中　野
岡　　源治 87 輝　彦 畑
橋本　元治 83 博　文 鶉野南
高橋　ます 101 常　治 上　野
森田　　茂 77 薫 玉　野
藤本スズエ 80 是常幹男 南　町
山本　幸子 78 泰　三 千ノ沢
東後　義雄 86 光　夫 繁　昌
福井　多作 96 征　亥 大　内
東山　久義 64 清 女鹿山
高見とし子 67 和　之 河　内
菅原とし子 85 宣　明 野　条
西田　峯夫 63 新　一 上野田
小田　秋雄 69 さかゑ 倉　谷
別府モトヱ 86 隆　幸 別府中
西村さちゑ 76 道　雄 鶉野南
佐治　しづ 81 祥　三 栗　田
岩井　恒光 94 好　朗 笹　倉
小谷　文男 72 林　山 網　引
高見　三郎 81 和　伸 河　内
七枝　貞男 80 廣　安 香楽園
井上チヨノ 89 忠　勝 東高室

田　由夫 75 健　吾 網　引
高見　節治 53 健　二 河　内
中島かつ子 70 清 倉　谷
井上　又義 82 豊　樹 朝　妻
田先　弘幸 40 則　明 鴨　谷

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（４月30日受付分まで・敬称略）

事
故
で
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
事
故
が
特
に

増
え
て
い
ま
す
。

〈
春
期
農
作
業
安
全
月
間
〉

５
月
16
日

（水）
〜
６
月
15
日

（土）

模
擬
店
、
ジ
ー
プ
試
乗
、
子
ど

も
広
場
（
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
大
会
）

等
楽
し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
!

日
　
時

５
月
26
日

（日）

９
時
〜
15
時

場
　
所

青
野
原
駐
屯
地

問
合
先

青
野
原
駐
屯
地

（
電
話
０
７
９
４
│
66
│
７
３
０
１
）

５
月
30
日
は
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）

で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー

見
学
者
募
集　
に　
つ　
い　
て

青
　
野
　
祭

施
設
見
学
や
ご
み
に
つ
い
て
の
懇

談
会
等
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

５
月
30
日

（木）
午
前
９
時

か
ら
正
午
（
市
役
所
玄
関
前
集
合

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
）

場
　
所

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

対
象
者

ご
み
問
題
に
関
心
の
あ

る
方

募
集
人
員

30
名
（
先
着
順
）

申
込
期
日

５
月
23
日

（木）

申
込
先

環
境
課
ご
み
対
策
係

（
電
話
42
│
８
７
３
０
）

６
月
15
日

（土）
〜
17
日

（月）
（
雨
天

順
延
）
の
日
程
で
、
天
皇
賜
杯
第

57
回
軟
式
野
球
大
会
兵
庫
県
決
勝

大
会
が
加
西
球
場
を
中
心
に
市
内

外
４
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
伝
統

あ
る
こ
の
大
会
を
加
西
市
が
主
管

み　
な　
さ　
ん　
の　
ご　
声
援　
を　
!!

天
皇
賜
杯
軟
式
野
球
大
会

死亡者 年齢 喪主 町名

６
月
１
日
か
ら
、
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
免
許
更
新
時
に

必
要
な
高
齢
者
講
習
の
対
象
年
齢

が
、
75
歳
か
ら
70
歳
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。

○
講
習
は
、
加
西
市
内
の
教
習
所

（
毎
週
　
日
・
月
・
金
曜
日
午
前
９

時
〜
）
で
も
受
講
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

問
合
先

加
西
交
通
安
全
協
会

（
電
話
42
│
５
１
６
０
）

県
下
で
は
過
去
５
年
間
で
農
業

機
械
事
故
死
亡
者
数
52
名
の
う
ち

35
名
が
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
転
落

農
作
業
事
故
を
ゼ
ロ
に
!!

『
土
手
ぎ
わ
・
路
肩

か
ら
の
転
落
注
意
』

運
転
免
許
更
新
時　
の　

高
齢
者
講
習
対
象
者　
を　
拡
大

す
る
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
加

西
市
か
ら
は
三
洋
電
機
（
前
年
度

優
勝
・
推
薦
）
と
Ｊ
Ｏ
Ｋ
Ｅ
Ｒ

（
市
代
表
）
な
ど
計
３
チ
ー
ム
が
参

加
、
県
下
の
強
豪
32
チ
ー
ム
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

日
程
等
の
問
合
せ
は
、
体
育
保

健
課
（
電
話
42
│
８
７
７
３
）
ま
で
。

平
成
14
年
度
防
火
管
理
者
資
格

講
習
会
を
北
播
四
消
防
本
部
（
に

し
た
か
・
小
野
・
加
西
・
加
東
）

合
同
で
開
催
し
ま
す
。

こ
の
講
習
会
は
、
消
防
法
第
八

条
に
基
づ
く
防
火
管
理
者
資
格
講

習
会
で
す
。

申
込
日
時

５
月
20
日

（月）
〜
６
月

19
日

（水）
ま
で
の
９
時
〜
16
時
30
分

（
平
日
）

・
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
講
習
会

（
２
日
間
）

７
月
３
日

（水）
・
４
日

（木）

・
乙
種
防
火
管
理
者
資
格
講
習
会

７
月
３
日

（水）

受
講
料

甲
、
乙
種
と
も

４，　
５
０
０
円

場
　
所

加
西
市
民
会
館

申
込
先

加
西
市
消
防
本
部
予
防

課
予
防
係
（
電
話
42
│
９
１
１
９
）

防
火
管
理
者

資
格
講
習
会

加西市への寄付

○江ノ木 大崎照代 水墨画１点

○別府東 石井万惠 絵画１点

（中路融人作）

○網引 堀井　忍 30万円

（福祉対策寄付金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○網引　板井まさ子 1万円

○朝妻　西川　増彦 5万円

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○本町 竹本幸夫 1万5000円

○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円

○美心 2万円

○（株）本陣従業員一同 1万1099円

○匿名 1万円善意の花束

２００２年５月号（No.４５３）

（受付順　敬称略）



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H14.4.30現在（前月比）
人　口／ 51,825（＋11） 世帯数／ 16,163（＋81）

男　／ 25,108（＋37） 女　／ 26,717（－26）

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.city.kasai.hyogo. jp

食
中
毒　
に　
気　
を　
つ　
け　
て　
!

菌
を
つ
け
な
い
、
殺
菌
、
増
や

さ
な
い
。

気
温
、
湿
度
が
高
く
な
る
こ
れ

か
ら
の
時
期
、
Ｏ
│
１
５
７
を
は

じ
め
と
す
る
食
中
毒
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
食
中
毒
の
予
防

に
は
、
食
中
毒
菌
を
「
つ
け
な
い
」

「
増
や
さ
な
い
」「
殺
す
」
の
３
点

が
大
切
で
す
。
具
体
的
に
は

①
外
出
後
、
調
理
・
食
事
前
な
ど

こ
ま
め
に
石
鹸
と
流
水
で
手
洗

い
を
す
る
。

②
調
理
器
具
は
熱
湯
消
毒
、
日
光

消
毒
を
し
、
常
に
清
潔
に
す
る
。

③
食
品
は
購
入
後
す
ぐ
冷
蔵
庫
で

低
温
保
存
し
、
早
め
に
食
べ
る
。

④
冷
蔵
庫
内
の
温
度
上
昇
を
防
ぐ

た
め
庫
内
に
食
品
を
詰
め
す
ぎ

な
い
。

⑤
食
品
は
十
分
加
熱
す
る
。（
Ｏ
│

１
５
７
は
75
℃
以
上
の
熱
１
分

以
上
加
熱
で
死
滅
す
る

⑥
普
段
か
ら
健
康
に
気
を
つ
け
、

菌
に
対
す
る
免
疫
力
・
抵
抗
力

を
つ
け
る
。

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

毎
日
の
生
活
の
中
で
実
践
し
、
食

中
毒
を
予
防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

★対　象 ボランティア活動に関心のある方　　★定　員 30名

★申込締切 6月10日（月）※先着順　　★申込先 加西市ボランティア・市民活動センター（電話43-8133）

障害福祉ボランティア養成講座
日　　　時 内　　　　　　容 会　　場

第1回
6月20日（木）

13：30～15：00
ボランティア活動とは何か
大阪ボランティア協会講師

健康福祉会館3階
研修室4

第2回
6月27日（木）

13：30～15：00
車イス講習
アイマスク体験

健康福祉会館3階
研修室4

第3回
7月 4日（木）

13：30～15：00
京谷医院　院長　京谷泰明氏
知的障害者との関わり

健康福祉会館2階
研修室1

第4回
7月8日（月）から7月12日（金）

9：00～正午（7/11（木）は除く）
ボランティア実習（1回必修） 加西市立善防園

第5回
7月11日（木）

13：30～15：00
障害者またはその家族の体験談

健康福祉会館3階
研修室4

第6回
7月18日（木）

13：30～15：30
障害者の現状並びに諸制度について
参加者同士の話し合い

健康福祉会館3階
研修室4

★日　時 6月22日（土）

午前10時・午後2時　2回上映

★場　所 市民会館文化ホール

★チケット発売場所 市民会館ほか

★チケット料金 一般1,000円（当日1,200円）

４歳～高校生及び60歳以上

500円（当日700円）

★問合先 市民会館（電話43-0160）

２００２年５月号（No.４５３）
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